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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

１ ． 多 面 的 な 課 題  

( 1 )   災 害 時 の 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 確 保  

 災 害 時 の 救 命 救 急 活 動 ・ 復 旧 活 動 や 広 域 的 な 物 資 の

輸 送 の た め に 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 確 保 は 重 要 で あ る 。  

 し か し 我 が 国 の 高 規 格 幹 線 道 路 等 で は ミ ッ シ ン グ リ

ン ク や 暫 定 ２ 車 線 区 間 が 多 く 存 在 す る な ど 、 災 害 時 の

ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 確 保 に 問 題 が あ る 。  

 こ の た め 、 災 害 時 に 迅 速 な 救 命 救 急 活 動 等 を 実 施 す

る た め の 対 策 を 行 う こ と が 、 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 確

保 の 観 点 か ら 重 要 で あ る 。  

( 2 )   道 路 の 維 持 管 理  

 我 が 国 の 道 路 構 造 物 等 の ス ト ッ ク は 高 度 成 長 期 に 集

中 し て 整 備 さ れ 、 今 後 、 一 斉 に 老 朽 化 を 迎 え る 。  

 壊 れ た ら 直 す と い う 事 後 保 全 に よ り 維 持 管 理 を 行 っ

た 場 合 、 老 朽 化 に 伴 う 災 害 時 の 橋 梁 倒 壊 や 法 面 崩 落 等

に よ り 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク が 寸 断 さ れ る 可 能 性 が あ る 。  

 こ の た め 、 日 常 的 な 点 検 や こ ま め な 補 修 等 を 行 い 道

路 構 造 物 の 安 全 性 を 確 保 す る 予 防 保 全 型 維 持 管 理 を 行

う こ と が 道 路 の 老 朽 化 対 策 の 観 点 か ら 重 要 で あ る 。  

( 3 )   防 災 の 担 い 手 確 保  

 我 が 国 の 災 害 復 旧 等 の 防 災 の 担 い 手 は 建 設 産 業 が 担

っ て い る 。  

 し か し 、 今 後 の 少 子 高 齢 化 に よ る 生 産 年 齢 人 口 減 少

や 、 建 設 産 業 の 就 労 環 境 （ 低 賃 金 、 長 時 間 労 働 、 休 日

数 ） が 悪 い 等 の 原 因 に よ り 、 若 年 入 職 者 の 減 少 し て お

Ｒ ２ 技 術 士 二 次 試 験  道 路 Ⅲ － ２ 問 題  再 現 答 案  

災 害 時 の 道 路 機 能 維 持  
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り 、 担 い 手 不 足 が 深 刻 化 し て い る 。  

 こ の た め 、 新 技 術 導 入 に よ る 生 産 性 向 上 や 働 き 方 改

革 の 実 施 な ど 就 労 環 境 を 改 善 す る こ と が 、 建 設 産 業 の

担 い 手 確 保 の 観 点 か ら 重 要 で あ る 。  

１ ．  最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

( 1 )  最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

 1 - ( 1 )  災 害 時 の 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 確 保 が 最 重 要 課 題

と 考 え る 。  

 理 由 は 、 災 害 時 に 救 命 救 急 活 動 実 施 や 物 流 確 保 に よ

り 、 国 民 の 安 全 ・ 安 心 確 保 や 社 会 経 済 被 害 の 最 小 化 を

図 る た め に 最 も 重 要 で あ る 。  

( 2 )  複 数 の 解 決 策  

1  暫 定 ２ 車 線 道 路 の ４ 車 線 化  

暫 定 ２ 車 線 道 路 が 被 災 し た 場 合 に 全 面 通 行 止 め と な  

る リ ス ク が 高 く 、 復 旧 ま で 長 期 間 を 要 す る 場 合 が 多 い 。  

 暫 定 ２ 車 線 を ４ 車 線 化 す る こ と で 、 被 災 時 に 片 側 車

線 利 用 に よ り ジ グ ザ グ 啓 開 等 が 可 能 と な り 早 期 ネ ッ ト

ワ ー ク 確 保 を 図 る こ と が で き る 。  

2  緊 急 入 退 出 路 や ス マ ー ト Ｉ Ｃ の 設 置  

我 が 国 の 高 速 道 路 等 の Ｉ Ｃ 設 置 間 隔 は 平 均 し て 約  

1 0 k m で あ り 諸 外 国 と 比 較 し て 長 い 。  

 こ の た め 、 緊 急 入 退 出 路 や ス マ ー ト Ｉ Ｃ を 整 備 す る

こ と で 最 短 経 路 で の 救 命 救 急 活 動 等 の 実 施 が 可 能 と な

る 。  

3  無 電 柱 化 の 推 進  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

 緊 急 輸 送 道 路 に お い て 台 風 や 地 震 等 に よ り 電 柱 の 倒

壊 に よ り 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク を 寸 断 す る 恐 れ が あ る 。  

 こ の た め 、 緊 急 輸 送 道 路 等 の 無 電 柱 化 を 推 進 す る 。

従 来 の 電 線 共 同 溝 方 式 は 高 コ ス ト で あ る た め 、 浅 層  

埋 設 や 小 型 Ｂ Ｏ Ｘ 等 の 安 価 な 方 式 の 検 討 が 必 要 。  

4  統 括 的 な 交 通 マ ネ ジ メ ン ト の 実 施  

 災 害 時 に 通 行 可 能 な 路 線 に 交 通 が 集 中 し た 場 合 に 、

救 命 救 急 等 の 緊 急 車 両 の 通 行 の さ ま た げ と な る 場 合 が

あ る 。  

 こ の た め 、 統 括 的 な 交 通 マ ネ ジ メ ン ト を 、 学 識 経 験

者 、 道 路 管 理 者 、 警 察 、 消 防 、 学 校 、 経 済 界 の 代 表 な

ど の メ ン バ ー に よ り 事 前 に 協 議 し て お く 必 要 が あ る 。  

２ ．  波 及 効 果 と 新 た な 懸 案 事 項  

( 1 ) 波 及 効 果  

 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 確 保 に よ り 、 1 人 で も 多 く の 人

命 救 助 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 社 会 経 済 の 被 害 の

最 小 化 を 図 る こ と が で き る 。  

( 2 )  新 た な 懸 案 事 項 と そ れ へ の 対 策  

 懸 案 事 項 と し て 、 予 算 不 足 に よ り 必 要 な イ ン フ ラ 整

備 が 十 分 に 実 施 出 来 な い 可 能 性 が あ る 。  

 対 策 と し て 、 リ ス ク ア セ ス メ ン ト 等 の 実 施 に よ り 、

優 先 順 位 を 決 め 、 選 択 と 集 中 に よ る 整 備 を 行 う 。  

 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ ・ Ａ Ｉ 等 技 術 の 活 用 に よ る 生 産 性 向 上

等 に よ り 低 コ ス ト 化 を 図 る 必 要 が あ る 。  

 以 上  


